
35
人
学
級
を
導
入
し
ま
す
。
中
学

校
に
つ
い
て
も
、
大
学
生
を
活

用
し
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
支
援
制

度
を
導
入
。
さ
ら
に
、
小
・
中

学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

に
つ
い
て
は
、
大
莞
小
学
校
に

も
配
置
し
、
全
校
で
取
り
組
む
。 

　
生
涯
学
習
の
充
実
、
地
域
文

化
の
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
「
こ

っ
ぽ
ー
っ
と
図
書
・
情
報
セ
ン

タ
ー
」
を
拠
点
に
、
従
来
の
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、

機
能
や
役
割
に
加
え
、
新
た
に

加
わ
る
図
書
館
機
能
も
融
合
さ

せ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
お
一
人

お
ひ
と
り
が
、
読
書
を
通
し
て

暮
ら
し
を
、
よ
り
豊
か
な
も
の

に
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
情

報
収
集
や
交
流
を
行
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
学
び
か
ら
実
践

活
動
ま
で
を
し
っ
か
り
と
支
援

し
て
い
く
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

に
つ
い
て
は
、「
大
木
町
男
女
共

同
参
画
計
画
」
を
も
と
に
、
男

性
・
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
能
力
が
活
か
さ
れ
町
が
活
性

化
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
進

め
て
い
く
。 

☆ 

産
業
の
振
興 

　
農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
た

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
活

力
あ
る
高
収
益
型
園
芸
産
地
育

成
事
業
」
・
「
特
用
林
産
物
活
用

施
設
整
備
事
業
」
等
の
導
入
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。 

 

く
る
る
ん
２
期
事
業
と
し
て
整

備
中
の
、
道
の
駅
、
農
産
物
直

売
所
、
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン

等
の
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
野
菜
等
地
産
地
消
推
進

モ
デ
ル
事
業
や
農
産
物
加
工
促

進
事
業
を
支
援
し
、
雇
用
の
創
出
、

農
家
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
度
か
ら

始
ま
る
米
の
戸
別
所
得
補
償
制

度
と
生
産
調
整
に
つ
い
て
も
推

進
を
し
て
い
く
。 

 

基
盤
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
基
幹
水
利

施
設
管
理
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
国
営
農
地
防
災
事
業

に
も
取
り
組
み
、
災
害
を
未
然

に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
農
業

生
産
基
盤
の
維
持
及
び
農
業
経

営
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
。 

　
商
工
業
関
係
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
と
連
携
し
て
、
町
民
の

消
費
喚
起
と
地
元
商
店
街
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
大
木
町

地
域
振
興
事
業
補
助
金
を
活
用

し
た
「
割
増
し
付
き
商
品
券
」
の

発
行
を
支
援
し
て
い
く
。
新
規

事
業
と
し
て
住
宅
改
修
補
助
金

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
中
小
零
細
企
業
対
策

と
し
て
は
、
中
小
企
業
金
融
支

援
利
子
補
給
を
行
い
、
中
小
零

細
企
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。 

☆ 

ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政 

　
情
報
公
開
を
と
お
し
て
「
住

民
と
行
政
の
協
働
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
考
え
で
積
極
的

に
情
報
公
開
に
努
め
て
き
た
が
、

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。 

 

行
財
政
改
革
推
進
に
つ
い
て
は
、

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
情
勢
が

厳
し
い
中
、
行
財
政
改
革
の
推

進
は
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
、

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
財
政

健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
行

財
政
改
革
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。 

　
大
木
町
の
財
政
状
況
は
「
地

方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」

に
基
づ
く
「
健
全
化
判
断
比
率
」

は
、
健
全
性
の
基
準
内
の
数
値

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
財
政

指
標
も
近
隣
市
町
村
と
比
較
し

て
悪
く
は
な
く
、
あ
る
程
度
良

好
な
財
政
運
営
が
で
き
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

今
後
も
、
行
財
政
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
行
政
の
更
な

る
ス
リ
ム
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

税
収
入
の
確
保
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
等
財
源
の
確
保
に
努

め
る
一
方
、
事
務
事
業
の
再
点

検
を
徹
底
し
、
事
業
の
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
健
全
で
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。 
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☆ 

地
域
雇
用
の
確
保
と
地
域 

　 

産
業
の
振
興
を
図
る 

　
我
が
国
の
経
済
は
、
失
業
率

が
高
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
福
岡
県
に

お
い
て
は
低
迷
か
ら
脱
却
で
き

な
い
経
済
情
勢
に
配
慮
し
た
、

「
雇
用
、
景
気
対
策
予
算
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
、
対
前
年
度

比
０
・
１%

増
の
微
増
な
が
ら
も
、

５
年
連
続
の
プ
ラ
ス
編
成
と
な

る
平
成
22
年
度
予
算
案
が
県
議
会

に
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
む
予
算
を

編
成
し
、
地
域
雇
用
の
確
保
と

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
。 

主

要

な

施

策 
 

☆ 

基
盤
整
備 

　
空
間
整
備
、
市
街
地
整
備
の

大
き
な
柱
で
あ
る
西
鉄
八
丁
牟

田
駅
周
辺
に
お
け
る
、
駐
車
場
・

駐
輪
場
・
駅
前
広
場
の
整
備
の

進
捗
を
図
っ
て
い
く
。 

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
道
久
留
米
柳
川
線
の
歩
道
整

備
を
中
心
と
し
た
道
路
改
良
事

業
に
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。 

　
ま
た
、
花
宗
川
か
ら
大
莞
地

区
荒
牟
田
四
つ
角
ま
で
の
区
間

を
県
の
認
可
を
受
け
る
た
め
に
、

現
況
測
量
に
着
手
し
取
り
組
む
。 

☆ 

生
活
環
境
の
整
備 

　
自
然
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

土
地
改
良
地
区
内
は
ク
リ
ー
ク

防
災
機
能
保
全
対
策
事
業
が
平

成
22
年
度
で
木
佐
木
地
区
が
終
了
し
、

新
た
に
大
溝
地
区
の
工
事
が
始

ま
る
。 

　
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に

つ
い
て
は
、
大
溝
線
、
中
木
室

２
号
線
・
昭
代
１
号
線
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。 

　
土
地
改
良
地
区
外
の
水
路
は
、

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
を
活

用
し
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、

平
成
21
年
度
に
測
量
及
び
実
施
設

計
が
終
了
し
平
成
22
年
度
よ
り
工

事
に
取
り
組
む
。 

　
衛
生
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
全
町
普
及

を
目
指
し
て
い
る
が
、
自
己
負

担
の
軽
減
を
図
り
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、

改
築
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

補
助
金
に
20
万
円
の
上
乗
せ
補
助

を
実
施
し
期
間
を
３
年
間
と
し
て
、

現
在
の
普
及
率
61
％
を
70
％
に
な

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
は
、
平
成
22
年
度
は
、
農
産
物

直
売
所
や
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ

ン
を
備
え
た
道
の
駅
が
オ
ー
プ

ン
す
る
。
お
お
き
循
環
セ
ン
タ

ー
「
く
る
る
ん
」
の
運
営
が
軌

道
に
乗
れ
ば
、
環
境
施
策
の
推

進
を
は
じ
め
、
農
業
の
活
性
化

や
地
場
産
業
の
活
性
化
等
多
く

の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、

適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

　
ま
た
、
５
月
26
日
か
ら
28
日
ま

で
の
三
日
間
、
環
境
自
治
体
会

議
全
国
大
会
を
筑
後
市
・
大
川

市
と
の
共
同
開
催
に
よ
り
実
施

す
る
が
、
大
木
町
が
目
指
す
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
更
に

前
進
さ
せ
る
節
目
と
な
る
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、
行
政
と

町
民
の
協
働
事
業
と
し
て
、
全

職
員
一
丸
と
な
っ
て
大
会
の
成

功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。 

☆ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
の 

　 

充
実 

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

が
ん
検
診
で
は
受
診
率
の
向
上

を
目
指
し
、
平
成
22
年
度
も
引
き

続
き
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
に
取
り
組
む
。 

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
家

庭
で
子
育
て
中
の
方
々
の
支
援

と
し
て「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
に
相
談
事
業
を
は
じ
め
、

多
種
多
様
な
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
く
。
平
成
22
年
度
の
重
点

事
業
と
し
て
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
・
障
が
い
児
保
育
事

業
の
充
実
・
学
童
支
援
事
業
の

充
実
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
施
策
・

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
地
域
の
子
育
て
力
を

高
め
る
た
め
に
、
子
育
て
支
援

に
関
心
を
持
つ
団
体
や
個
人
を

巻
き
込
ん
だ
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。 

☆ 

教
育
・
文
化
の
振
興 

 

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
き
め
細

や
か
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
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